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審
査
日
「
議
論
煮
詰
ま

っ
た
」

ｘ
代
表
選
当
日

偶
然
の
議
決

一

東
京
第
５
検
察
審
査
会
が
小

沢
氏
を

「
起
訴
す
べ
き
だ
」
と

議
決
す
る
ま
で
の
経
緯
が
、
．日
「

薗
会
爾
欄
期
尉
当
唄
調
判
悧
硼
Ч

亀

。

関
係
者

に
よ
る
と
、
１１
人
の

審
査
員
た
ち
は
、
お
盆
休
み
の

あ
る
８
月
中
は
隔
週
で
し
か
集

ま
れ
な
か

っ
た
が
、
．９‐
則
ｄ
「

つ雪
引
劉
ヨ
矧
可

、

９
月
上
旬
に
は
、

「
起
訴

決
」
を
出

ら
れ
て
い
る
検
察
官
の
意
見
聴

取
を
行

っ
た
。
意
見
聴
取
で
は
、

東
京
地
検
特
捜
部
の
斎
藤
隆
博

副
部
長
が
―
時
間
以
上
に
わ
た

っ
て
説
明
。
斎
藤
副
部
長
は
「元

秘
書
ら
の
供
述
だ
け
で
は
、
小

沢
氏
と
元
秘
書
ら
と
の
共
謀
の

成
立
を
認
め
る
の
は
難
し
い
一

有
罪
を
取
る
に
は
、
慎
重
に
証

拠
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
」
な
ど
と
い
審
査
員
ら
に
訴

え
た
と
い
う
。
二

審
査
員
に
法
律
的
な
助
言
を

け
』
一
一
嚇
¨
一
】
一
点 力
‥
め
輯
一

っ
た
判
例
や
、
犯
罪
の
実
行
行

為
者
で
な
く
て
も
謀
議
に
参
加

す
れ
ば
共
犯
ど
し
て
有
罪
に
な

る
な
ど
と
認
定
し
た
１
９
５
８

年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
を
審

査
員
に
不
し
ゃ

「暴
力
団
や
政

治
家
と
い
う
違
い̈
は
考
え
ず

に
、
上
下
関
係
で
判
断
し
て
下

さい絆証翻潮鵬雄げはヽ
貯

主
党
代
表
選
当
日
の
９
月
１４

日
。
第
５
審
査
会
の
定
例
の
審

査
日
は
毎
週
火
曜
日
で
、
こ
の

日
は
偶
然
↑
審
査
日
に
あ
た
っ

て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
日
に
議

決
を
出
す
ｔ

ｉｌと
，が予
定
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
議
長
役

を
務
め
る
審
査
会
長
が
審
査
中

に
「議
決
を
取
り
ま
す
か
。
そ

れ
と
も
先
に
延
ば
し
ま
す
か
」

と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
審
査
員

ら
か
ら
曇
璽
剛
馴
箋
劉
謝
劇
引

と
の
声
が
上
が
り
、
議
決
を
出

す
こ
と
に
な

っ
た
。議
決
の
後
、

「
こ
ん
な
日
に
な

っ
ち
ゃ
っ
た

一轟」』一織罐疇一いいけ

頃
。
代
表
選
で
開
票
の
結
果
、

小
沢
氏
の
落
選
が
決
ま

っ
た
の

は
、
そ
の
約
３０
分
後
だ

っ
た
。
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市民の選択  □

４
日
午
前
１０
時
す
ぎ
の
東
京
地

裁
。
検
察
調
査
員
の
市
民
が
建
物

書村

薗
因
卿
覇
翻
颯
封

言

言

言

。

検
察
審
査
会
事
務
局
の
職
員
２

人
が
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

「議
決
要

旨
」
７
枚
を
東
京
地
裁
の
脇
に
あ

る
掲
示
板
に
張
り
出
し
た
の
は
、

午
後
３
時
４５
分
過
ぎ
。
約
８０
人
の

報
道
陣
か
ら

「強
制
起
訴
」
の
声

が
何
度
も
あ
が
り
、
カ
メ
ラ
の
フ

ラ
ツ
シ

ュ
が

一
斉
に
輝
い
た
。

民
主
党
の
小
沢

一
郎
元
代
表
の

強
制
起
訴
を
決
め
る
審
査
に
か
か

わ

つ
た
関
係
者
は
４
日
、
ア」
アつ
語

っ
た
ｏ　
画
墨
事
例
劃
ｄ
ｄ
画
ヨ
日

冒

。

「

自
曇
引
ｄ
認
♂

□

　

□

審
査
会
関
係
者
に
よ
る
と
、
小

沢
氏
に
対
す
る
２
度
目
の
審
査

は
、今
年
９
月
に
入

っ
て
本
格
化
。

助
す
る
弁
護
士
が
選
ば
れ
た
。　
　
一

審
査
の
過
程
で
、

「元
秘
書
と

の
共
謀
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
小

沢
氏
を
不
起
訴
に
し
た
東
京
地
検

特
捜
部
の
検
察
官
も
審
査
会
に
呼

び
出
さ
れ
た
。

検
察
官
は
、
「起
訴
に
す
る
た
め

に
は
、
的
確
な
証
拠
に
よ
り
有
罪

一

判
決
が
得
ら
れ
る
高
度
の
見
込
み

一

が
必
要
で
す
」
。
法
律
の
素
人
で
あ

一

る
審
査
員
ら
を
前
に
熱
心
に
説
明

し
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
聴
く
審
査

員
た
ち
の
心
中
に
は
別
の
思
い
が

あ

っ
た
。
議
決
要
旨
に
も

「検
察

官
が
説
明
し
た
起
訴
基
準
に
照
ら

し
て
も
、
検
察
官
の
判
断
は
納
得

し
が
た
い
」
と
の
表
現
が
あ

っ
た
。

１１
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

「審

査
会
長
」
が
進
行
役
に
な
り
、
縦
一

１

一，

読
馴
到
刀
悧
劃
睾
剛
劃
到
細
爛

９
月
１４
日
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見

を
用
紙
に
書
い
て
多
数
決
を
と

っ

た
と
こ
ろ
、
１１
人
中
８
人
以
上
が

「起
訴
す
べ
き
だ
」
と
投
票
し
た
。

‐
‐□
‐‐□‐二

．検
審
．側
「慎
重
め

|しこ
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小
沢

一
郎

・
元
民
主
党
代
表
の
資
金
管
理
団
体
「陸
山
会
」
の
土
地

取
引
事
件
で
、検
察
の
不
起
訴
処
分
（嫌
疑
不
十
分
）
を
覆
し
、小
沢
氏

を
「起
訴
す
べ
き
だ
」
と
議
決
し
た
東
京
第
五
検
察
審
査
会
。
「市
民
の

代
表
」
た
ち
は
ど
ん
な
思
い
で
「大
物
政
治
家
」
の
審
査
に
臨
ん
だ
の

か
。
関
係
者
が
舞
台
裏
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。　
　
＝
１
面
参
照

政
治
資
金
規
正
法
違
反

（
虚
偽

記
載
）
容
疑
で
小
沢
氏
の
立
件
を

目
指
し
て
い
た
東
京
地
検
特
捜
部

が
集
め
た
証
拠
は
膨
大
だ
っ
た
。

審
査
会
の
開
催
は
通
常
は
２
週
間

に
１
度
だ
が
、
と
て
も
間
に
合
わ

な
い
。
審
査
員
た
ち
の
夏
休
み
と

重
な
る
８
月
は
隔
週
し
か
集
ま
れ

な
か
っ
た
が
、
９‐
月
層
月
司
「
相
】

車
劇
現
ヨ
冽
覇
裂
３
留
「
２
釈
り
ｕ

●

「大
変
な
事
件
が
回

っ
て
き
た

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
っ
た

が
、
大
物
政
治
家
だ
と
い
う
予
断

や
偏
見
は
、
な
く
す
よ
う
に
心

が
け
た
」
と
関
係
者
は
振
り
返

る
。

特
捜
部
に
納
得
せ
ず

１
回
目
の
議
決
後
に
、
小
沢
氏

を
再
び
不
起
訴
に
し
た
特
捜
部
の

斎
藤
隆
博
副
部
長
も
呼
び
出
し

た
。
斎
藤
副
部
長
は
、
実
行
行
為

に
直
接
関
与
し
て
い
な
く
て
も
共

犯
に
問
え
る

「共
謀
共
同
正
犯
」

が
成
立
す
る
た
め
の
条
件
を
説

明
。
傷
害
致
死
事
件
を
め
ぐ
る
１

９
５
８
年
の
最
高
裁
判
例
を
持
ち

出
し
た
。

「各
自
の
意
思
を
実
行

に
移
す
と
い
う
謀
議
を
し
て
、
犯

罪
を
実
行
し
た
事
実
が
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
謀

は
、
厳
格
な
証
明
が
必
要
で
す
」

収
支
報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
つ

い
て
、
小
沢
氏
と
の
間
に

「報
告

・
了
承
」
が
あ

っ
た
か
に
つ
い
て

の
元
秘
書
ら
の
供
述
は
具
体
的
で

な
く
、
小
沢
氏
と
の
共
謀
は
認
定

で
き
な
い
、
と
強
調
し
た
。

し
か
し
、
審
査
員
た
ち
の
考
え

は
違

っ
た
。

「元
秘
書
ら
が
捜
査

一

を
受
け
た
の
は
、
収
支
報
告
書
の

提
出
か
ら
５
年
後
。
細
か
い
記
憶

が
残

っ
て
い
る
方
が
お
か
し
い
」

審
査
員
ら
は
吉
田
弁
護
士
に
、

折
に
触
れ
て
助
言
を
求
め
た
。
吉

田
弁
護
士
は

「誘
導
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ど
こ
ま
で
言
う
べ
き
か
言

わ
な
い
で
お
く
べ
き
か
、
慎
重
に

線
引
き
し
た
」
と
い
う
。

議
決
Ｆ
」ん
な
日
に
」

９
月
１４
日
に
議
決
日
を
迎
え

た
。
小
沢
氏
と
菅
直
人
首
相
が
激

し
く
争
う
民
主
党
代
表
選
の
投
開

票
日
と
重
な
っ
た
。
午
前
中
か
ら

審
査
を
始
め
、
多
数
決
を
取

っ
た

の
は
午
後
３
時
ご
ろ
。
二
人
中
８

人
以
上
が

「起
訴
議
決
」
に
賛
成

し
た
。
小
沢
氏
の
落
選
は
審
査
後

に
知

っ
た
。

「
こ
ん
な
日
に
な

っ

ち
や
っ
た
ね
」
と
の
声
が
審
査
員

か
ら
漏
れ
た
。

そ
の
後
は
議
決
書
の
作
成
に
移

り
、
審
査
の
ペ
ー
ス
も
隔
週
に
落

ち
着
い
た
。

「小
沢
氏
を
尊
敬
す
る
元
秘
書

が
師
を
陥
れ
る
虚
偽
の
供
述
を
す

は
考
え
が
た
い
」

「土
地
の

購
入
原
資
に
つ
い
て
の
小
沢
氏
の

説
明
は
不
合
理
」
―
―
。
市
民
の

率
直
な
思
い
を
盛
り
込
ん
だ
。

電

翻

無
認

難

畿

燿

た
場
合
に
、
国
民
の
責
任
で
公
正

な
法
廷

で
黒
自

を

つ
け
る
制
度

だ
」
と
、
あ
え
て
検
察
審
査
会
の

意
義
を
盛
り
込
ん
だ
。

関
係
者
は

「
ど
ん
な
意
識
で
審

査
を
し
た
か
を
反
映
し
た
か

っ

た
。
刑
事
裁
判
の
あ
り
方
は
本
来

そ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
の
思
い
を

込
め
た
と
い
う
。

最
終
的
な
議
決
書
を
吉
田
弁
護

士
が
示
し
た
４
日
、
全
員
が
納
得

し
て
署
名
し
散
会
し
た
。
「審
査
員

は
本
当
に
、
そ
の
あ
た
り
に
い
る

人
。
お
よ
そ
小
沢
さ
ん
の
議
決
を

し
た
人
た
ち
だ
と
は
思
わ
れ
な
い

か
な
」
。
関
係
者
は
苦
笑
い
し
た
。

補

助

員

墓
口
田
弁

護

士

指
定
弁
護
士

選
任
に
意
欲

今
回
の
小
沢

一
郎

上
万
民
主
党

代
表
の
審
査
に

「補
助
員
」
と
し

て
加
わ

っ
た
吉
田
繁
実
弁
護
士

は
、
１
９
８
８
年
に
弁
護
士
登

録
。
第

二
東
京
弁
護
士
会

で
刑

事
弁
護
委
員
長
や
副
会
長
な
ど
を

歴
任
し
て
お
り
、
刑
事
弁
護
の
ベ

テ
ラ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
。

昨
年
８
月
に
東
京
地
裁
で
あ

っ

た
全
国
初
め
て
の
裁
判
員
裁
判
で

も
、
殺
人
罪
に
問
わ
れ
た
被
告
の

平
均
３０

。
９
歳

第
五
審
査
会
が
小
沢
氏
の
１
回

目
の
審
査
で

「起
訴
相
当
」
と
議

決
し
た
の
は
今
年
４
月
末
。
当
時

の
１１
人
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
７
月

末
で
任
期
を
終
え
る
の
を
待

っ

て
、
８
月
か
ら
の
新
メ
ン
バ
ー
で

２
回
目
の
審
査
が
始
ま
っ
た
。

ジ
ー
ン
ズ
の
男
性
に
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
の
女
性
…
・‥
。
く
じ
で
偶
然

選
ば
れ
た
１１
人
の
平
均
年
齢
は
３０

ｏ
９
歳
と
、
比
較
的
若
い
顔
ぶ
れ

と
な

っ
た
。
法
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
た
め
、

「審
査
補
助
員
」

と
し
て
吉
田
繁
実
弁
護
士
（５９
）
が

加
わ
っ
た
。

新


